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『サザエさん』に見られる呼びかけ論

陣　内　正　敬

◎。　日本語教育教材としての『サザエさん』

　ここ2年余り日本語AV教材としてテレビ
で放映されている『サザエさん』を使ってい

る。日常の話しことばに関する教材としては

数々の利点を持っており，それについては陣

内（1987）で述べているのでここでは繰返さ

ない。ただその中で特筆すべきは，敬語を含

めた待遇表現やことばの男女差，世代差，職

業差などの多様な日本語に具体的な場面を通

して触れられるということである。『サザエさ

ん』は日本語教材として見た場合，もし学習

者に適度な日本語能力があれば（少なくとも

中級以上），多様性に富んだ生きた日本語を学

習する上で，また平均的日本人の生活習慣や

考え方を理解する上でこの上ない材料を提供

してくれるように思える。

　‘待遇表現はその表現の根本にある人問関

係の認識様式を把握しておかなけれぼ理解で

きないし使いこなせない。『サザエさん』には

サザエさんを始めとするイソノ家の面々や彼

らを取り巻く多様な登場人物がおり，多様な

場面で多様な会話がなされている。そこで用

いられている待遇表現を通して日本人の対人

意識を伺うことが可能となる。待遇表現は日

本語の中でも外国人にとって理解しがたい部

分が多く，一渉間違えば気分を害して円滑な

会話が行われなくなるという微妙な問題を含

んでいるだけに，学習者の側の十分な理解が

必要となってくる。またそのためには教授す

る側も体系立った知識を持っていなければな

らない。

　小論は以上のような主旨で書いたものであ

り，『サザエさん』に見られる待遇表現，その

中でもとくに呼称の用法を分析し，それを通

して日本人の対人意識をさぐると共に，日本

語教育教材として教授する際の参考にもなる

ようにと考えた。

1．　呼称体系の記述

　日本人社会に生活する者にとって，相手を

どう呼ぶかということは言語生活の中でもと

くに気をつかう部分である。「姓」で呼ぶか

「名」で呼ぶか，「さん」づけするか「くん」

づけするかなど，多種多様なレパートリーの

なかからその場に応じて適切に使い分けなけ

ればならない。しかしながらこれにはかなり

定まったルールが存在しており，これまでに

それについてのいくつかの分析もなされてい
る。

　まず鈴木（1973）にその先駆的かつ緻密な

考察がある。次いで脚本を題材に取った亙shik－

awaeta1．（198！），英語との比較という意味

で久野（1977），鈴木（1982）パン（1982），

男女差という観点から井出（1982），さらに敬

称（一さん，一くん等）についてLoveday
（1986）などが主なものである。

　一方海外では欧米を中心にかなりの文献が

見られ，呼称の社会言語学的研究の出発点と

なったBrown＆Gi亙ma鷺（1960）を始め，呼

称体系の記述にフローチャート図を導入した

Ervin－Tripp（1969），これまでの呼称に関す

る論を集大成したBra職（1988）などが著名

なものであろう。中でもErvi獅Tripp（同上）

のフローチャート図式は，ある呼称の選択が

いかなる社会文化的要因によってなされるの
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2 欝語文化論究三

かを明示でき，またその要因問の重要度の違

いもある程度示しうる便利なものである。ま

たこの図式によって言語間の比較を行えば，

待遇行動の比較対照というレベルへも拡げら

れる有益な記述方法と考えられる。小論でも

この図式を利用しようと思う。

　ところで呼称と言われるものの中には，直

接話し相手に呼びかける際に用いられる呼び

かけ語’（terms　of　address）注1）と，その人の

ことについて言及する際に用いられる‘言及諮

（terms　of　reference猶2）の2種類がある。日

本語においては同一人物が同一人物を指す時

でも，次の例のようにこの両者に違いの出る

場合がある。

　‘呼びかけ語’／　‘言及語’

父さん，少しお金頂戴。

　　　　　／父は学校の先生です。

太郎さん，今月分の給料は。

　　　　　／主人は学校の先生です。

あなた，電話よ。

　　　　　／山田は只今外出中です。

　ただし小論では，‘呼びかけ語’の記述に留

める。それはここでの分析材料となった『サ

ザエさん』においては，語りの文がなく全て

対話文であるためか呼びかけ語の出現が圧倒

的に多く，逆に言及語の例が少ないこと，た

まにあっても，呼びかけ語と同じであること

などが関わっている。また呼びかけ語の記述

がなされれぽ，言及語についてもかなり類推

が効くであろうし，呼称体系の記述の第！ス

チップとしては前者に限定した方が妥当と考

えたからでもある。さらに同様の理由で「あ

なた」「お前」などの代名詞も除くこととし，

結局次のような項目のみを扱うこととした。

なお，記述の便宜上，それぞれに略号を与え

ており，以下はこの略号を用いる。

姓IL：N（1ast　name）

名IFN（first捻ame）

親族名称lK（kinship　terms）

肩書き，職階：T（titles）

さんづけニーサン

くんづけ：一クン
ちゃんづけ：一チャン

呼び捨て：一φ

2。『サザエさん』に見られる呼びかけ語

　2．0．『サザエさん』の登場人物

　『サザエさん』は東京の下町に住むサザエ

さん一家（正確にはイソノ家とフグタ家がひ

とつ屋根の下で暮らしている一下図参照）が

繰り広げるユーモラスな話しである。各スト

ーリーには，それぞれに主人公が設定され，

ほぼ一家のメンバーが交代でそれを務める。

　　　　イソノ家
§繭騨彌騨幽鱒御締需幽鷺囎魯簡鰯需四憎m需櫓髄晦需“謹櫛“顧塑鞭鞘鵬膚鴨

リ　　　　ナミヘイ　　　　　　　　　　　　　　　　フネ　　　　　

1　波平　　　　　　　舟　　l

l　　　　　　　　　　　　　：　　フグタ家
自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聲

儲………………噸“輌… ｭ　　　　　タラ　　　　i
　　　　　　　　　：　　　（幼児：男）　　　1

　　　　　　〈サザエさん一家〉

社員） （主婦

P酵鱒““国

　これに近所に住んでいるナミノ家（ノリス

ケ1会社員で波平の甥に当たる，タイコ1妻，

タラ：息子）が加わる。またサザエの夫マス

オの職場仲間のアナゴやタカツオのクラスメ

ート中島，花沢，かおりちゃんなども欠かせ

ない存在である。

　以下これら登場人物問に見られる呼びかけ

語を検討して行くが，場面を，1。サザエさん

D　鈴木（1973）の「呼格的用法」に当たる。

2）鈴木（同上）の「代名詞的用法」に当たる。
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『サザエさん』に見られる呼びかけ語 3

一家，2．マスオ，ノリスケの職場の2つに分

けて考える。記述の順序としてまず各場面ご

とにメンバー間の呼びかけ語のリーグ戦式表

を作り，若干の分析を経てEr軸一Tripp流の

フローチャート図にまとめたい。その際資料

からだけでは言えないより一般的な呼びかけ

ルールについても言及したい。なお分析の資

料となったのは，昭和62年中に放映された『サ

ザエさん』の中から恣意的に選んだ計20本の

ストーリーである。

　2、1。サザエさん一家

　表1はサザエさん一家のメンバー相互の呼

びかけ語である。

　表1から次のことが読み取れる。

　α）年上から年下に対して（点線部を除く

表の右上半分）はF：Nである。ただし例外が

いくつかある。まずマスオは波平，舟にとっ

て義理の息子であるためか呼び捨てではなく，

FNクン（波平→マスオ），　FNサン（舟→マ

スオ）である。またマスオからカツオ，ワカ

メに対しても義理の弟妹ということで呼び捨

てではなくFNクン（マスオ→カツオ），　FN

チャン（マスオ→ワカメ）である。つまり一

サン，一クンを添えることよって一種の改ま

りが出される。さらにタラはまだ幼児である

ため家族全員から：FNチャンと呼ばれてい
る。

　②　年下から年上に対して（点線部を除く

表の左下半分）は原則としてK：サンである。

ただし波平，舟に対してサザエ，カツオ，ワ

カメがオKサン～Kサンの両方可能なの対し，

マスオは常にオKサンである。これは義理の

親に対する改まり意識から来るものであろう。

似たことはカツオ，ワカメがマスオを呼ぶ時

にも見られ，いずれもFN　Kさんと常にFN

が入る。また前述のオKサン～Kサンの併用

に関してある傾向が見られる。波平はオKサ

ンの方が，舟は：Kサンの方が呼ばれる率が高

い。伝統的気風のイソノ家では父親の方が

（見かけ上）威厳をもっているのかも知れな

い。ただ呼ぶ側の年齢にもより，一般に成長

するにつれてオKサンが減る様である。サザ

エは舟に対し同性ということも手伝ってかK

サンのみ。タラ，ワカメはいずれも一チャン

で呼んでいるが，この表を見る限りチャンづ

けは「幼児性」と関わっているようだ。

　（3）夫婦同士（表の2つの点線部）につい

て，波平／舟とマスオ／サザエの問には同じ

夫婦関係とはいいながら全く異なった型が見

られる。前者では「お父さん」，「お母さん」

などとKベースであるのに対し，後者ではFN

ベースである。これは波平／舟が子供達の立

場に立った虚構的用法’（鈴木（1973：

158））で呼び合っているのに対し，マスオ／

サザエはそうではないこ：とから来るものであ

る。夫婦がKベースで呼び合うのはおそらく

子供ができてからであろう。この点に関して

タラはマスオ，サザエをパパ，ママと呼んで

おり，その意味ではマスオ／サザエ問にこの

呼称が現れてもよさそうだがまだ確かめてい

ない。FNベースからKベースへ移る直前の状

態かも知れない蘭。

　㈲　敬称，愛称の用い方に関して，性差の

反映する場合が見られる。

a。カツオくん（マスオ→カツオ）

　　／ワカメちゃん（マスオ→ワカメ）

b．マスオくん（波　平→マスオ）

　　／マスオさん（舟→マスオ）

c。サザエ（マスオ→サザエ）

　　／マスオさん（サザエ→マスオ）

　　　　　　　　お　　　お　　　の　　　む　　　の　　　お　　　お　　　の

aの例はおそらく呼びかけられる側の性差に

3）夫婦間に見られるFNベースからKベースへの変化のプロセスとして，まず子供に言う際に用いられる‘言

　一語’（例えば「それはお父さんに頼みなさい」〉から始まり，次第に呼びかけ語’に広がって行くのでは

　　ないかと考えている。
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4 醤語文化論究！

表1　サザエさん一家
　呼びかけ
ﾄびがられる
ｯる鋼

波　平 舟 マスオ サザエ カツオ ワカメ タ　ラ

波　平
一r早”屑”椚”卿幣簡闇一■ 一一q甲｝腎脚”’｝｝

マスオくん サザエ カツオ ワカメ タラちゃん

舟
iお父さん
鴛モｳん　　需静静一常幣謄一曽

　　　　　i　　　　　：曽一一一一曽一一一▼一辱｝

マスオさん サザエ カツオ ワカメ タラちゃん

マスオ お父さん お母さん
一一r辱願｝”｝騨闇，幣幣隙 ”願憎一一一藺幽辱雫”騨””

カツオくん ワカメちゃん タラちゃん

サザエ
父さん
ｨ父さん

母さん

：1マスオさん：一幽一瞥一一一曽曽幽一冒一一一 　　　　　i一一＿＿＿＿1

カツオ ワカメ タラちゃん

カツオ
お父さん
モｳん

母さん
ｨ母さん

；マスオ兄さん
姉さん ワカメ タラちゃん

ワカメ
お父さん
モｳん

母さん
ｨ母さん

マスオ兄さん
お姉ちゃん

ｨ姉さん
お兄ちゃん タラちゃん

タ　ラ おじいちゃん おばあちゃん パ　　パ マ　　マ
カツオ

Zちゃん
ワカメ
ｨ姉ちゃん

＊併周形がある混血は上段が頻度の高い形

よる違いであろう。一般に男の子に対しては，

幼少期には一チャン，少年期には一クン，青

年期からは一クンと一サンが共存する。一方

女の子に対しては幼少期，少女期を通して一

チャン，青年期以降は一サンが主流である。

カツオとワカメはいずれも小学生であり，マ

スオの呼びかけはこの違いを反映していると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む見られる。これに対し，b，　cはいずれも呼
の　　　の　　　ゆ　　　り　　　　

びかける側の性差が反映しているものと考え

られる。bのマスオという同一人物に対する

波平と舟の違いについてはさほど問題ないで

あろう。年上から年下に対する場合男性同士

なら一クン，その他は一サンというのが一般

的である。また。の妻（女性）から夫（男性）

への呼びかけ方がその逆より丁寧なのが一般

的であるが，これについては若干議論の余地

もある醐。

　以上のことは次の2つにまとめられる。

　D　家族内においては年上に対してはKベ

ース，それ以外はFNベースで呼び合い，敬

称，愛称の添えられ方には，性差，年齢差，

さらには親疎感などが反映する。また夫婦間

では，虚構的用法’によりKベースになるこ

とが一般的である。

　2）家族内においては，夫婦間を除いて，

呼びかけ語は非相互的（亘on－reclprocai）で

ある。つまりKをもらう人はその与えた相手

に対し決して：Kは使えず，FNを与える。逆に

FNをもらう人は必ずその相手にKを与える。

夫婦の場合は，両者同等と考えられているか

らであろうか相互的（reciprocai）FN，ない

し‘虚構的用法’の場合は相互的Kとなる。

　ここで図1にサザエさん一家の「呼びかけ

語のシステム」をフローチャートで示す。

ノリスケ

ナ・ノくん

編集長

表2　マスオ、ノリスケの職場

部　長 マスオ アナゴ

部　長 フグタくん （アナゴくん）

マスオ 部　長 アナゴくん

アナゴ （部長） フグタくん

＊（）内は未確認だが期待される語形

4）　この種の現象の裏には（暗黙のうちに了解されている）夫婦間の上下関係があると解釈する立場もある（寿

　　岳，遠藤など）。筆者はサザエさん夫婦くらいの世代の日本語においては‘女性らしさ’を出すための女性

　　特有の「美化語」表現の一種だと考えている。
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『サザエさん』に見られる呼びかけ語 5

図1　サザエさん一家

家族

十

年上

配偶者
十

親

‘虚構的用法’

十

（FN）（オ）Kサン／チャン

FNサン／φ

義理
十

F蕪サン／クン／チャン

FN

　2。2。マスオ，ノリスケの職場

　マスオの職場で登場するのは同僚のアナゴ，

それに上司である部長がたまに出る。またノ

リスケの方は編集長くらいのものである。

　得られた資料によれぽ，両職場とも上司か

部下により呼称が異なっており，下図のよう

な図にまとめられる。

図2　マスオ、ノリスケの職場

上司 T

LNクン

　ただしこれは同ランクにあるマスオとアナ

ゴの間の呼称（LNクン）と上司から部下に与

えられるものが一致しているから図2のよう

な簡単な図で済んだわけだが，現実には同じ

ランクであっても男性もいれば女性もいるし，

先輩もいれば後輩もいる。国立国語研究所

（1982）を参考にしながらより一般的なルール

を述べると

　（1）上司（役職）に対してはTベース。女

性の呼びかけ手にはTサンも見受けられる。

　（2）部下に対してはしNベース。男性の部

下ならしNクン，女性ならし：Nサン。上司が

女性の場合は部下の性に関係なく：LNサンが
多い。

　（3）同ランクの場合にはLNベース。先輩

に対しては性別に関係なくL：Nサン。同，後

輩に対しては男同士の場合にLNクン，それ

以外はLNサン。なお，男同士で非常に親し

い相手に対してはし：Nもありうる。ただしこ

れは相手の属性ではなく，呼びかけ手の側の

心理的レベルに関わることであるのでまとめ

のチャート図には反映させない。

　2。3。

　『サザエさん』を資料に日本語における呼び

かけ語の用法を記述してきたが，ここでこれ

までの考察からわかった事実を箇条書きにし

てまとめておく。
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6 言語文化論究1

図2　職　場

上司
十

Tφ／サン

部下

十

先輩

十

女

十

LNサン

LNクン

＊⊂）の中は呼びかける側（addresser）の属性

　D　日本人にはε‘目上・目下意識”が明瞭

にあり，その言語的現れとして呼びかけ語の

場合に，目上に対してはK，Tベースで呼び，

目下に対してはF：N，LNベースで呼ぶという

区別につながっている。つまり目上にはその

人固有の名前では呼べないということである。

またK，Tは‘非相互的’（Kをもらう人は相

手にKを与えずFNを与え，　Tをもらう人は

相手にTを与えずLNを与える）であるのに
対し，FN，　LNは‘相互的’（お互いにFN，

LNで呼び合う）でありうるということも重要

なことである。

　2）　日本人には“うち，そと意識”があり，

血縁関係の有る無しがその大きな目安である。

K，FKはうち意識の相手に，　T，　L：Nはそと

意識の相手に与えられる。ただし，この次元

は流動的な部分もあり，うち意識は仲問意識

ともつながることから，たとえ他人であって

も親しさの度合が増せばLN→FN，　T→LN

に変わったりする。例えば前者は伸良しにな

った女子学生同士がFNで呼び始めたり，恋

人同士になった男女がL：NからFNへ移行し

たりする。夫婦になれぼもちろんFNであ
る。また後者は，係長と係員といったような

それ程ランクに差のない者同士で目下が目上

をLNで呼ぶことがある。以上のことを図3
に示しておく。

図3　対人意識とK，T，　FN，　LN

目　　上　　意　　識

{　　i　一
　　　　　十
､ち

K FN卒

意識　　　　　『

T……一…

　　　　…一一…ゆしN

　3）敬称，愛称はK：，T，　F翼，　LNなどに

添えられて図3で示したこの4者の特性にさ

らに詳かなニュアンスを与える。これについ

てはLoveδay（同上）にも議論されておりこ

こでは立入らない。ただ一サンが女性の方に

より結びついたものであり，その分男性には一

クンや一φが関わっていることを指摘してお
く。

3。む　す　び

　『サザエさん』は話しことばの面ですぐれ

た日本語教育教材になりうると同時に，日本

人，日本文化を理解する上でも貴重な材料を

提供している。小論では「サザエさん』に豊

富に出てくる呼びかけ語の使用実態を明らか
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にし，それを通してその裏にある日本人の対

人意識を考察した。呼びかけ語は待遇表現と

言われるもののほんの一部ではあるが，待遇

表現という外国人には一般に難しいとされる

現象を理解する上でこの上ない分析材料を与

えてくれるように思う。今後は『サザエさん』

に現れている他の場面，例えばS‘近所つき合

い’Sや‘‘カツオの学校”などにも図を転じ，

より包括的な考察へと進めて行きたい。
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Japaxiese　Address　Terms　ir｝　“Sazae－san”

Masataka　Jinnouchi

Ait　analysis　cencerning　the　address　terms　ef　JapaRese　is　made　by　examining　their

usages　iva　“Sazae－san”，　a　TV　program　where　we　can　find　pkeRty　ef　examples　of　medern

Japanese．　lt　reveals　the　foilewing　secielinguistic　rziles　eft　how　to　address　ethers．

（1）　The　Japanese　makes　a　distiRctieR　between　superiers　and　ikferiors．　As　the　reflection

ofthis　fact，　k　（kinship　terms）　and　T　（titles）　are　used　for　the　fermer，　FN　（first　name）　and

L：N（1ast　name）for　the工atter．　Furthermore，　K　an（i　T　are　used簸on－reciproc謡1y，　that　is，

those　whe　give　K　（T）　to　the　addressee　receive　FN　（LN），　while　between　equals　FN　and

LN　can　be　used　reciprecally．

（2）　The　Japanese　also　makes　a　distinctiofl　betweeR　in－greup　membershlp　and　out－group

one．　An　important　criterion　fer　the　distinction　is　the　relatienship．　K　aRd　FN　are　zxsed

for　the　in－group　members，　T　and　LN　fer　the　out－greup　oites．

Nevertheless，　wheR　the　intimacy　iRcreases　in　the　dyad，　T　can　be　replaced　by　LN　in　（1），

LN　by　FN　in　（2）　resulting　in　the　reciprecal　usage　in　both　cases．
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